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×北九州屈指の石炭出炭嶺をもつ別卿醐酪ネ

を背賢に、近年急激に発展した当町はヽノ

慶応のころは御牧郡という、椎質か繋げ

る一寒村でしかありませんでした。その

後、遠賀川流域に石炭採掘が、各所で始

められるようになってからは、石炭を遊芸
送する船業者が少しづつ虚業老以外に楢　×亡

×′
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×
×
塞
Ｘ
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堆
．
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複
線
史
×
×
×
×
×
×
甘
．
×
×
×
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×

えてきました。しかし、それでもまだ一

寒村の域を脱することはできません。

明治の初期、庄屋制度が廃止されて以来

机村ほか7力村がしばしば分合していた

が、明治32年立居敷村、古恕村、吉「11村、

伊イ船型村、下二村、二村、猪熊村新調‘、

頃末村の9カ村が合併して約500戸余

りの水巻村ができました。明子ノＦＴ37年、頃

末に現在：の日炭高松炭塀が三好炭磯とし

て紗」立、　続いて苫田区、古賀区巻村の

中と拡弓撰されていくとともに、昭和2年

水心を横断する国道の開通をみることに

よって、急に人口が曽如し水巻村の発展

を約束する基礎ができることになりまし

六二。

昭和10年、日産化学工業ＫＫが三好炭塀

を田収して大脱模な探垢は十両をたてると

ともに、翌年の支那夢変のおこりは石炭

の需要を憎して柘松炭櫛はいちじるしく

発展、これに平行して一般商工業も活況

となってきまし六二。

そして、昭和15年2月11日に町制を施行

して以来、高松炭横の㈲Ｌ遇にのった大々

的な採据とともに人口も増加し、炭都水

巻の今日を迎えたものです。
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十
月
二
十
九
日
（
土
）
は

役
場
事
務
を
休
み
ま
す

町
制
施
行
二
十
周
年
記
念
祝
廼
行
革
の

た
め
、
臨
時
に
相
場
事
河
を
休
み
ま

す
。
た
だ
し
、
死
亡
届
や
火
葬
認
可
証

の
交
付
な
ど
の
急
ぐ
用
件
に
つ
い
て

は
、
日
間
磯
貝
に
お
詔
し
下
さ
い
。

新
ら
し
く
応
接
室
が
で
き

ま
し
た
ご
利
用
下
さ
い

い
ま
あ
る
応
接
室
の
ほ
か
に
も
と
の
国

民
髄
膜
保
険
夢
精
室
を
軽
僻
し
て
新
ら

し
く
応
接
室
を
つ
く
り
ま
し
た
。

育
て
の
親
の
あ
な
た
の
参
加
を

水
巻
町
が
生
ま
れ
て
、
こ
と
し
で
二
十
才
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
人
間
で
は
い
よ
い
よ
成
人
に
な
っ
た
わ

け
で
す
。
そ
こ
で
＋
月
二
十
九
日
と
三
＋
日
長
成
人
記
念
祭
を
も
よ
お
し
、
水
巻
町
の
将
来
を
祝
福
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

あ
な
た
も
、
水
巻
町
の
育
て
の
税
と
し
て
こ
の
蹄
や
か
し
い
出
発
を
祝
っ
て
く
だ
さ
い
。

祝
賀
行
革
は
次
の
と
あ
り
で
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
二
十
九
日
に
は
式
輿
十
二
月
に
は
町
勢
要
覧
の
発
行
を

計
耐
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
山
神
祉
祭
り
も
臼
炭
高
松
の
好
点
に
よ
り
繰
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
二
十
周
年
堅
忍
祝
賀
行
革
と
い

っ
し
ょ
に
催
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

学
童
相
撲
（
水
巾
相
撲
場
）

☆
学
校
対
抗
団
体
戦
と
榊
入
朝

駅
　
伝
（
歯
松
球
場
的
ｍ
帖
出
走
）

☆
コ
ー
ス

第
－
区
甫
松
球
場
前
1
大
君
停
酎

所
酌
（
約
四
・
二
㌔
㍍
）

第
2
区
大
書
膵
撃
桝
前
1
浅
川
区

労
務
前
（
約
三
・
八
㌔
㍍
）

第
3
区
浅
川
区
労
務
前
1
高
尾
区

労
務
前
（
約
三
㌔
㍍
）

第
4
区
一
鳥
区
労
務
罰
1
片
山
区

労
務
前
（
約
三
・
二
㌔
㍍
）

第
5
区
片
山
区
労
務
嗣
1
岩
槻
1

鯉
口
区
労
務
削
（
約
四
・
二
㌔
㍍
）

第
∠
Ｕ
区
鯉
口
区
労
務
前
1
机
1
机

社
宅
1
市
松
会
館
前
（
約
三
・

九
㌔
㍍
）

な
お
、
予
定
所
要
時
間
は
ー
時
間
3
0

分
か
ら
2
時
輿

☆
団
体
輿
区
間
賞
の
二
硯
で
表
彰
。

☆
各
区
崇
対
抗
駅
伝
で
す
が
、
次
の
区

は
カ
ッ
コ
内
で
合
同
チ
ー
ム
を
舶
成

し
ま
す
。

（
伊
佐
踵
、
立
屋
敷
、
下
二
）
　
（
二

二
町
住
）
　
（
机
、
古
賀
新
生
街
、

猪
熊
）

☆
授
賞
は
団
体
、
区
閲
の
二
賃
と
し
ま

す
。

☆
伴
走
は
尻
軽
以
外
は
認
め
ま
せ
ん
。

社
会
人
・
高
校
野
球
（
高
松
球
場
）

①
高
校
・
・
東
現
高
校
対
下
関
商
高

（
日
時
開
始
）

⑧
社
会
人
…
口
炭
高
松
対
菓
圧
大
牟
田

（
1
4
時
開
始
）

×
蒼
天
×
責
冥
児
竜
描
枇
法
で

憲
謹
竃
摘
欄
親

交
×
資
交
交
交
×
畢
な
子
ど
も
を

篤
志
家
に
頂
け
て
、
そ
の
粗
い
愛
情

と
家
庭
的
ふ
ん
い
気
と
の
中
で
す
く

す
く
と
育
て
よ
う
」
と
す
る
里
規
制

が
で
き
て
か
ら
十
三
年
目
に
な
り
ま

＞＜＞く＞＜

璽
る
一
画
縞
拙

す
。
そ
し
て
毎
年
十

月
四
日
の
里
規
デ
ー

を
中
心
と
し
て
、
全

国
的
に
曳
航
を
求
め

る
月
間
運
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

摩
繁
糊
や
会
場
な
ど
の
関
係
で
例
年
ど

お
り
稲
の
刈
り
入
れ
の
終
る
日
月
中
旬

こ
ろ
開
粧
し
ま
す
。

映
画
館
を
無
料
開
放

（
三
十
日
）

社
会
人
、
高
校
野
球
と
同
じ
よ
う
に
映

囲
館
を
高
松
砺
某
所
の
協
増
に
よ
り
姉

料
開
放
し
ま
す
。

曳
規
と
は
、
規
の
な
い
子
供
や
、
現

に
捨
て
ら
れ
た
よ
う
な
不
幸
な
子
供

を
家
産
に
ひ
き
成
っ
て
税
代
わ
り
と

な
り
癖
か
い
愛
情
を
注
い
で
育
て
て

く
だ
さ
る
万
を
い
い
ま
す
。

》
父
善
人
冥
姜
児
童
相
堪
桝
、

等
親
を
希
憲
祉
霧
所
、

×
】
発
受
Ｘ
蔓
交
下
さ
い
。
希
裟

す
る
万
は
層
な
申
込
額
を
出
せ

ば
、
児
適
相
談
所
の
面
接
調
査
と
娘

の
児
横
柄
祉
審
積
金
の
審
査
を
堕
し

知
事
が
決
定
し
、
里
硯
登
録
法
に
登

録
し
ま
す
。

親
職
親
に
な
っ

ま
れ
な
い
子
供
た
ち

登
録
さ
れ
た
軍
規
に
は
そ
の
家
庭
の

実
状
と
希
望
に
合
っ
た
子
ど
も
が
預

け
ら
れ
ま
す
。

里
規
に
は
養
育
輿
、
医
療
栗
が
毎
月

基
準
（
一
人
に
つ
き
約
三
千
円
）
に

よ
っ
て
願
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

責
背
に
は
、
児
義
相
談
所
の
児
竃
福

祉
司
が
相
談
と
指
導
に
あ
た
り
ま

㌻
。

責
Ｙ
父
×
炎
×
×
冥
里
親
と
同
じ
よ

憲
謂
度
器
締
幣

一
宍
未
発
黄
糞
交
潤
か
り
、
ま
た

は
疎
育
施
設
な
ど
か
ら
通
わ
せ
て
、

そ
の
子
ど
も
の
性
態
に
応
じ
、
将
来

独
立
し
て
行
け
る
よ
う
な
職
業
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
の
が
酌
脱
で
す
。
手

続
き
は
盛
況
と
同
じ

Ⅱ
で
す
。
た
だ
し
、
輿

用
は
窮
南
無
と
し
て

毎
月
二
百
五
十
円
支

給
さ
れ
ま
す
。

×
責
へ
英
×
喜
美
十
八
才
未
満
の

”
け
た
い
方

里
親
に
子

ど
も
を
預

＞＜＞＜＞く＞く

自
分
ま
た
は
他

人
の
子
ど
も
を

里
税
に
預
け
た

Ｘ
夏
Ｘ
姜
×
×
い
方
は
児
産
相

談
所
、
碍
祉
霧
所
、
役
場
ま
た
は

民
生
委
員
に
語
せ
ば
、
穀
も
適
し
た

且
親
に
納
び
つ
け
て
く
れ
ま
す
。

九
州
お
好
み
ホ
ー
ル

（
頃
未
小
謂
骨
）

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
録
音
放
＝
惑

☆
ほ
時
か
ら
Ｂ
時
ま
で
☆
内
省
の
あ
ら

ま
し
・
＝
5
人
を
ー
組
と
し
た
組
と
組

の
対
抗
ゲ
ー
ム
で
、
最
初
に
ク
イ
ズ

コ
ン
テ
ス
ト
、
1
分
ド
ラ
マ
、
早
口

言
翼
と
、
そ
れ
に
り
レ
ー
ソ
ン
グ
（

－
曲
を
5
人
で
リ
レ
ー
し
て
歌
う
）

銅
嶺
後
に
ユ
ー
モ
ア
討
論
覆
し
ま
す
。

☆
出
場
者
4
組
2
0
人
は
、
炭
礪
部
、
農

村
一
般
部
、
商
工
会
。
役
場
議
会
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
人
瑠
中
で
す
。

万
才
と
手
品
（
頃
末
小
講
堂
）

「
九
州
お
好
み
ホ
ー
ル
」
が
終
了
後

は
腑
か
ら
国
時
ま
で

自
衛
隊
演
奏
会
　
（
頃
末
小
謂
宜
）

1
4
時
か
ら
Ｂ
時
ま
で
ー
小
倉
部
隊
音

楽
隊
の
演
奏
会

演
　
　
等
　
　
（
墳
末
小
謡
堂
）

☆
璧
凧
の
部
…
Ｂ
時
か
ら
け
時
ま
で

小
、
中
学
校
児
童
生
徒
の
拭
芸

☆
一
般
の
部
…
け
時
か
ら
封
時
3
0
分
（

脹
復
員
を
怪
由
出
演
受
付
を
し
て
い

い
ろ
い
ろ
な
相
談
こ
と
や
、
役
場
職
員
ｌ
一

と
の
面
談
な
ど
に
こ
利
用
下
さ
い
。

完
納
で
築
く
住
み
良
い
わ
が

郷
土
…
…
十
月
の
納
税
…
・

町
舶
民
税
（
三
期
）
。
国
民
健
康
保
険

税
（
三
期
）

若
松
税
務
署
に
名
前
が
変

わ
り
ま
し
た

十
月
一
日
か
ら
い
ま
ま
で
の
遠
賀
税
務

署
は
「
若
松
税
醤
」
に
名
称
が
か
わ

り
ま
し
た
。
′

ま
す
）

※
学
嶺
、
一
般
と
も
出
演
者
に
参
加
賞

を
贈
呈
し
ま
す
。

変
装
コ
ン
ク
ー
ル
（
役
場
前
、
雨

天
の
と
き
は
町
民
会
畢

☆
9
時
部
分
か
ら
ほ
時
ま
で

☆
個
人
7
人
か
ら
4
人
ま
で
ー
組
の

も
の
）
と
団
体
（
5
人
以
上
で
ー
組

の
も
の
）
　
と
の
別
に
審
査
を
し
ま

す
。

☆
箔
査
良
は
芸
能
関
係
準
備
委
民
の
各

推
せ
ん
母
体
か
ら
選
出
さ
れ
た
7
人

で
構
成
し
ま
す
。

☆
筈
杏
は
7
人
の
審
査
員
の
合
計
点
数

に
よ
り
ま
す
。

入
質
発
表
は
当
日
昭
博
3
0
分
か
ら
団

．
体
個
人
別
に
ー
位
か
ら
3
位
ま
で
と

倖
作
5
組
を
選
ら
び
、
鮨
金
を
贈
呈

し
ま
す
。

☆
賞
金
の
代
理
受
領
は
駐
在
員
に
限
り

ま
す
。

☆
選
外
者
に
も
参
加
賞
を
贈
り
ま
す
。

（
場
所
は
全
部
町
民
会
鮨
）

生
　
花
　
展
　
（
2
9
日
と
3
0
日
）

町
民
会
灯
玄
帆
ホ
ー
ル
で
水
巻
郵
相

連
盟
に
よ
る
か
お
り
高
い
近
代
生
花

展
。

写
　
真
　
展
　
（
2
9
日
と
3
0
日
）

☆
応
募
規
定

①
　
水
巻
町
民
に
限
り
ま
す
。

⑧
　
Ⅲ
品
数
1
人
う
点
以
内
。
喝
材
自

由
。
様
式
4
切
以
上
。
什
上
げ
は
台

紙
贈
り
か
パ
ネ
ル
張
り
。
作
晶
の
裏

面
に
「
什
所
、
氏
名
、
蝮
名
」
を
鉛

筆
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
デ
ー
タ

ー
個
い
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
裏
表

の
作
品
に
限
り
ま
す
。

③
　
受
付
は
相
月
2
5
日
ま
で
教
育
委
員

会
あ
て
。

㊨
し
優
秀
作
品
に
は
賞
を
、
出
品
者
に

は
参
郡
貨
を
贈
り
ま
す
。

⑥
　
会
場
の
広
さ
に
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
璧
閏
に
よ
っ
て
厳
檎
選
択
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

書
　
道
　
展
（
2
狛
日
と
期
日
）

☆
応
募
規
定
①
水
巻
町
民
で
小
学
生
か

ら
一
般
ま
で
。

⑧
　
紙
は
画
仙
紙
半
切
お
よ
び
4
分
の

ｔ
。
作
品
は
仮
り
巻
き
に
添
付
し
て

出
品
く
だ
さ
い
。
中
学
生
以
下
は
作

品
に
学
年
と
氏
名
の
み
を
讃
い
て
く

だ
さ
い
。

⑧
　
課
題
（
中
学
生
以
下
）

小
学
生
の
邦

ー
年

2
年

3
年

4
年

5
年

6
年

「
か
き
」

「
オ
ル
ガ
ン
」

「
月
が
出
る
」

「
虫
の
他
界
」

「
秋
風
万
里
」

「
秋
臍
れ
独
り
崩
」

（
以
上
は
機
番
）

中
学
生
の
郡

－
年
　
（
行
讐

「
干
峰
紅
葉
の
村
」

2
年
と
っ
年
（
行
再
か
軍
書
）

「
秋
声
金
気
続
」

高
校
生
お
よ
び
一
般
の
郡
は
自
由
諜

顆
。

㊨
　
提
出
先
・
：
小
、
中
学
生
は
各
学
校

高
校
一
般
は
教
育
委
員
会
翠
新
局
へ

⑧
ｌ
提
出
期
限
は
相
月
2
5
日
ま
で
．

⑧
　
優
秀
作
晶
に
は
賞
を
、
出
品
者
に

は
参
加
賞
を
贈
り
ま
す
。

㊦
　
会
場
の
広
さ
に
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
庶
拾
選
択

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

絵
画
展
（
2
9
日
か
ら
引
日
ま
で
）

☆
応
募
規
定

①
　
水
巻
町
民
（
他
市
町
村
か
ら
の
通

勤
者
も
含
む
）
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
中
学
生
は
学
校
図
工
担
任
教

諭
の
推
薦
が
い
り
ま
す
。

⑧
　
作
品
俺
顆

日
本
闘
…
墨
絵
、
影
色
画
　
（
式
紙

や
短
冊
は
採
用
し
ま
せ
ん
）

洋
嘩
：
油
絵
、
水
彩
、
版
磁

③
　
応
募
点
数
は
各
－
埼
1
年
以
内

の
自
作
に
限
り
、
共
同
作
品
や
模
倣

作
品
は
採
用
し
ま
せ
ん
。
ま
た
額
縁

表
装
を
完
備
し
て
く
だ
さ
い
。

㊨
　
必
ら
ず
売
価
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
非
元
の
と
き
は
非
と
記
入
く
だ

さ
い
。

搬
入
場
所
（
区
威
）

岡
部
地
区
は
古
田
区
労
薪
謡
滞
所

（
上
二
、
忘
、
片
山
、
吉
田
と
そ

の
周
辺
）

中
央
地
区
は
直
接
贋
不
会
場
（
机
、

宮
ノ
下
、
高
尾
、
下
二
、
立
屋
敷
、

頃
末
、
鯉
口
と
そ
の
周
辺
）

北
部
地
区
は
梅
ノ
木
労
叛
弔
新
所

（
三
輿
樋
Ｕ
、
折
鰯
、
市
松
、
梅

町

発

展

に

簡

易

一

保

険

も

一

役

　

一

－
あ
な
た
の
加
入
を
－
一

水
巻
町
も
慶
応
の
頃
の
一
寒
村
か
Ｍ

ら
、
県
下
で
患
な
町
に
発
展
一

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
　
‖

．

こ
う
し
た
発
展
に
は
、
あ
な
た
た
‖

ち
住
民
と
関
係
者
の
協
力
は
勿
論
一

の
こ
と
で
す
が
、
簡
易
保
険
も
一
日

役
か
っ
て
い
る
こ
と
も
明
記
し
な
一

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
住
宅
の
建
‥

設
賢
金
・
学
校
の
整
備
碧
芭
金
一

国
鉄
駅
新
設
の
資
金
と
、
約
八
千
一

万
円
の
融
資
を
簡
易
保
険
か
ら
受
‥

け

て

い

ま

す

。

　

　

　

一

こ
の
簡
易
保
険
が
、
国
民
保
険
と
目

．

し
て
四
＋
五
年
の
歴
史
を
も
ち
二
日

兆
円
と
い
う
巨
大
な
金
字
堺
を
樹
一

立
し
た
こ
と
は
よ
ろ
こ
ぼ
し
い
こ
日

と
で
、
町
制
施
打
二
＋
周
年
を
迎
一

え
今
後
ま
す
ま
す
伸
び
よ
う
と
す
‖

ｌ

る
当
町
の
大
き
な
オ
ア
シ
ス
に
な
∴

る
と
と
も
に
、
あ
な
た
の
将
来
の
巾

扇
紺

第
3
回
広
報
ク
イ
ズ

〇
時
間
〇
分

お
と
こ
ろ
　
ー

お
な
ま
え
　
ー

係
」
で
す
。
締
切
り
は
相
恩
冒
（
当

日
の
消
即
が
あ
る
も
の
ま
で
有
効
）

（
問
題
）
　
　
　
　
　
　
　
（
ク
イ
ズ
賞
）

水
巻
町
制
施
行
2
0
周
年
配
念
祝
賀
行
革
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
油
せ
ん
で
選

の
一
つ
で
あ
る
「
区
、
寮
対
対
抗
駅
伝
ら
ぴ
ク
イ
ズ
耳
と
し
て
机
品
を
贈
呈
し

」
の
優
勝
チ
ー
ム
の
所
要
時
間
は
何
時

聞
何
分
で
し
ょ
う
か
？

（
答
の
し
か
た
）

官
製
ハ
ガ
キ
に
次
の
要
領
で
書
き
ま

す
。

あ
て
名
は
「
水
巻
町
役
場
総
務
謝
庶
薪

ま
す
。

正
解
者
が
用
人
に
な
ら
な
い
と
き
は
、

正
解
に
近
い
万
か
ら
的
人
ま
で
を
選
ら

び
ま
す
。

な
お
、
入
賞
者
と
答
は
次
壇
で
発
表
い

た
し
ま
す
。

川
生
活
を
き
っ
と
豊
か
に
す
る
こ
と
‖

り
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
…

．

∵
な
お
、
郵
便
局
で
は
二
兆
円
達
成
日－

一
の
記
念
証
撃
ま
で
準
備
し
て
、
あ
‖

…
な
た
の
加
入
を
待
っ
て
い
ま
す
。
…

ノ
木
、
古
盤
と
そ
の
周
辺
）

な
お
、
区
城
外
で
あ
っ
て
も
都
合
の

よ
い
場
所
に
搬
入
く
だ
さ
い
。

⑧
　
受
付
は
相
月
2
6
日
Ｄ
時
か
ら
1
5
時

㊦
　
作
品
の
搬
出
は
相
月
引
日
は
時
か

ら
会
場
で
し
ま
す
。
保
管
場
所
の
関

係
で
必
－
ｈ
ず
搬
出
く
だ
さ
い
。

⑧
　
陳
列
は
陳
列
委
員
が
あ
た
り
ま
す

⑨
　
応
募
の
問
い
合
せ
や
、
咄
品
申
込

賓
の
用
紙
は
教
育
委
艮
会
謡
新
局
あ

て
。

⑳
　
優
秀
作
品
（
っ
ノ
名
以
上
）
に
は
賞

金
を
、
出
品
者
に
は
参
加
賞
を
贈
り

ま
す
。

文芸作品の募集
締切りは10月30日

☆栴掃小説＝400字詰原稿用紙30枚以内

☆短歌＝1人3首以内

☆自由詩＝1人3第以内

☆俳右］已雑倒く1人3句以内

申し込みは孝女育委員会寧滞局

※入選者には11月3日の文化の日萬晶と賞状を贈り「蟻塚

」に掲赦します。
．一ｔ．！．！．！．ｔハｔ．ヽヽ．－．．‾．°′ヽ▼＝一㌧．



．

‾？七、三、1、－こ．ノｑ

町
営
住
宅
の
建
設
決
ま
る

昭
和
ｉ
羊
八
年
か
ら
現
在
ま
で
二
百
二

十
九
戸
の
住
宅
杜
設
を
す
す
め
て
き
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
住
宅
は
不
足
し
て

い
る
の
で
、
住
民
福
祉
増
進
の
た
め
木

年
姥
も
次
の
と
お
り
町
営
住
宅
の
槻
誰

を
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
入
居
者
の
申
込
み
受
付
は
、
当

「
広
報
水
巻
」
で
お
租
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

▼
姓
設
場
所
と
種
別
、
戸
数

二
団
地
の
南
に
一
橋
を
十
戸

下
二
団
地
の
西
に
二
帽
を
士
戸

▼
桃
　
造

木
造
瓦
茸
平
屋
杜

一
同
床
面
研
三
七
、
二
九
が

二
間
床
面
檀
三
∵
二
八
九
が

▼
予
騨
総
額

六
百
八
十
二
万
七
千
円

農
業
委
貝
会
委
員
に

割
田
氏
を
推
せ
ん

農
業
委
員
会
の
委
貝
を
一
名
増
員

し
て
副
田
方
一
氏
（
古
田
二
）
を

招
せ
ん
決
定
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
の

不

合

理

を

是

正

現
行
の
町
税
賦
課
徴
収
条
例
の
ま
ま
で

は
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
、

他
の
保
険
（
健
保
、
船
保
な
ど
）
に
加

入
し
た
と
き
、
保
険
税
と
保
険
料
を
二

重
に
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う

不
合
理
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
是
正
す

る
た
め
の
条
例
の
一
部
改
正
が
決
定
し

ま
し
た
。

届
出
を
す
る
人

①
必
ら
ず
届
出
を
す
る
人

ィ
、
2
0
才
か
ら
伯
才
ま
で
（
来
年
の

4
月
1
日
現
在
。
年
令
の
起
算
は
以
下

同
じ
で
す
）
の
人
で
、
自
分
も
配
偶
者

も
厚
生
年
金
の
よ
う
な
公
的
年
金
で
保

障
さ
れ
て
い
な
い
人
は
届
出
を
し
ま

す
。
た
だ
し
星
間
の
学
生
は
希
望
加
入

で
す
。

⑧
希
望
に
よ
っ
て
届
出
す
る
人

ィ
、
自
己
お
よ
び
配
偶
者
が
厚
生
年

金
の
よ
う
な
公
的
年
金
で
保
障
さ
れ
て

い
な
い
人
で
も
5
0
才
か
ら
5
4
才
ま
で
の

人
や
公
的
年
金
で
保
障
を
う
け
て
い
る

人
の
配
偶
者
、
過
族
年
金
、
寡
婦
年

配
偶
者
や
遺
族
、
寡
鋸
年
金
、
挟
勒

料
、
障
害
年
金
、
留
守
象
族
手
当
金
な

ど
を
う
け
て
い
る
人
、
ま
た
は
昼
間
の

学
生
を
い
い
ま
す
。

保
険
料
を

納
め
ら
れ
な
い
人
は

必
ら
ず
加
入
す
る
人
で
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
次
の
よ
う

な
届
出
を
し
ま
す
。

①
‘
免
除
理
由
該
当
届
」
で
届
出
す
る
人

ィ
、
障
害
年
金
、
障
害
桐
祉
年
金
ま

た
は
母
子
相
祉
年
金
費
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
き
。

ロ
、
生
洒
扶
助
を
う
け
て
い
る
と
き

ハ
、
国
立
ブ
イ
療
養
所
等
の
入
所
者

金
、
扶
助
料
、
障
害
年
金
、
留
守
家
族
⑧
「
免
除
申
請
芦
で
届
出
す
る
人

手
当
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
と
星
間
　
ィ
、
所
得
が
な
い
と
き

が
、
±
二
万
円
以
下
で
あ
る
と
き
。

③
そ
の
他
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難

な
人

病
気
、
災
等
な
ど
で
保
険
料
を
約
め
ら

れ
な
い
と
き
は
次
の
証
明
賓
を
も
っ
て

申
謂
し
ま
す
。
免
除
菅
つ
け
る
と
、
そ

の
人
は
そ
の
年
度
末
ま
で
（
当
初
は
原

則
と
し
て
半
年
間
）
保
険
料
が
免
除
さ

れ
ま
す
。
毎
年
こ
う
し
た
捕
鯨
が
続
く

と
き
は
毎
年
免
除
の
申
謂
を
し
ま
す
。

ィ
、
病
気
や
障
害
の
と
き
は
医
師
の

証
明
ま
た
は
障
軍
者
手
帳
の
写
。

ロ
、
災
害
で
住
宅
や
家
財
に
損
害
を

う
け
た
と
き
及
び
そ
の
他
の
事
情
が
あ

る
と
き
は
、
民
生
委
員
の
証
明
帝
。

届
出
等
を
し
な
け
れ
ば

年
金
は
も
ら
え
ま
せ
ん

支
給
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
後
は
届
出
…

写真は

芸；暴議会臨時
石
橋
豊
蔵
氏

船
津
武
麿
氏

を
再
任
同
意

－
1
教
育
委
員
会
の
委
員
－

石
橋
櫻
磯
氏
（
教
育
長
）
船
坪
武
麿
氏

（
委
員
長
）
が
九
月
二
十
日
で
任
期
が

満
了
し
た
こ
と
か
ら
、
再
任
の
同
意
が

提
出
さ
れ
て
、
同
藤
決
定
し
た
も
の
で

す
。

石
橋
豊
蔵
委
員
の
略
歴

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
　
×
×
×
×
　
×
×
×
　
×

×××××××××××××××

教育委員会とは
▼従来の教育行政が中央集樺と
官僚統制の色彩がつよかったの
を改ためて、教育の地方分権、
独立、教育を民衆の意志と専門
家の識見の上にたてようという
ものです。

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×　▼教育委員会は「地方教育行政
×　の組織及び運営に関する法律」

という長い哩名の法律によって
5人の委員で構成されます。
▼委員は地方公共団体の長（例
えば町長）の被選挙権をもって
いる識見者の中から町長が議会
の同意をえて任命するもので
す。しかし、委員の任命は同一
政党が過半数をしめることはい
けないとなっています。
▼委員の任期は4年です。

×××××××××××××××

の
学
生
を
い
い
ま
す
。

ロ
、
2
0
才
か
ら
4
9
才
ま
で
の
人
で
、

公
的
年
金
で
保
障
を
う
け
て
い
る
人
の

．

－

．

　

．

．

．

．

．

．

．

．

－

．

．

．

．

．

．

．

．

　

－

　

1

1

1

．

．

－

．

‘

ｔ

＿

＿

＿

‘

．

1

．

－

ｔ

＿

こ

．

ｔ

桶
岡
県
の
母
子
附
帯
（
十
八
才
未
満
の

子
と
母
だ
け
の
世
帯
）
は
約
四
万
世
帯

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
母
子
世
帯
の
中
に
は
、
経
済
的
に

ロ
、
生
活
扶
助
以
外
の
扶
助
等
を
う
ｍ
才
か
ら
⑩
才
ま
で
の
人
が
来
年
の
2
年
3
月
引
日
ま
で
。
そ
の
他
の
任
漂
一

、

、

く

．

ノ

し

ノ

ー

ム

1

5

ノ

Ｈ

け
て
い
る
と
き
。
　
　
　
　
月
引
日
以
前
に
天
と
死
別
し
た
と
か
身
入
者
は
早
く
手
続
き
し
な
い
と
資
格
期
…

ハ
、
圃
害
者
や
寡
婦
で
年
間
所
得
体
障
害
に
な
っ
た
と
き
は
補
祉
年
金
が
問
が
き
れ
ま
す
。
　
　
　
　
一

．

…

．

．

．

．

…

．

．

1

．

…

．

．

■

－

…

・

・

－

－

・

…

．

－

－

…

・

・

－

－

…

・

・

－

－

…

・

・

－

－

…

・

・

－

－

・

≡

・

－

－

…

・

・

－

－

ｒ

…

：

ｌ

ｌ

，

≡

．

1

1

≡

．

．

1

1

≡

，

．

1

1

．

：

－

1

1

．

か
ら
始
め
ら
れ
、
今
年
八
月
末
ま
で
に
仕
宿
資
金
（
技
能
修
得
期
間
中
に
の
み

総
額
二
億
五
千
七
百
万
円
を
貸
出
し
て
　
貸
付
け
る
も
の
）

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
住
宅
補
修
資
金
（
住
宅
補
修
に
必
要
な

な
ど
を
し
な
い
と
年
金
を
も
ら
え
ま
せ

ん
。
ま
た
、
兜
才
を
こ
え
な
い
人
で
も

母
子
、
障
害
の
福
祉
年
金
を
う
け
て
い

る
人
も
保
険
料
の
免
除
を
う
け
て
属
Ｈ
ｊ

な
ど
を
し
て
下
さ
い
。

届
出
等
は
役
場
民
生
譲
で

届
出
な
ど
の
受
付
は
役
場
民
生
課
（
怒

口
⑧
）
で
し
ま
す
。
届
出
な
ど
の
用
紙

は
、
役
場
だ
け
で
な
く
駐
在
員
の
と
こ

ろ
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

届
出
な
ど
を
す
る
期
限

必
ら
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

で
釆
年
3
月
引
目
ま
で
に
資
格
が
で
き

る
人
は
、
資
格
が
で
き
た
白
か
ら
3
0
ｕ

以
内
。
来
年
4
月
1
日
か
ら
資
格
が
で

き
る
人
は
貿
格
が
で
き
た
目
か
ら
2
0
日

以
内
。
5
0
才
か
ら
5
4
才
ま
で
の
人
は
来 ヽ

－
ノきゆ間中鉄筑しり下

4

バ

リ

．
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5

7

月

ニ

ッ
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さ
れ
て
い
る
。
若
松
川
東
畑
在
住
。

5
7
才
。
広
島
高
等
師
範
学
校
卒
。
礪
船
津
武
層
委
員
の
略
歴

岡
膜
教
育
庁
指
導
王
撃
。
若
松
市
教

育
指
導
主
翠
。
水
巻
町
教
育
長
。

教
育
随
筆
「
紙
魚
の
足
跡
」
に
紹
介

％
才
。
明
治
工
業
科
門
学
校
卒
。
大

正
鉱
業
勤
覇
。
昨
年
定
年
退
職
後
も

引
き
続
き
企
画
室
嘱
託
。
二
在
住
。

×
×
×
　
×
×
×
×
　
×
×
×
　
×
×

ア
マ
無
線
で
駅
伝
実
況
中
継

水
巻
町
ア
マ
チ
ア
無
線
同
好
会
で
は
、

町
制
輝
け
二
十
周
年
の
祝
賀
行
事
駅
伝

大
会
で
九
時
五
十
分
か
ら
十
二
時
ま
で

実
況
中
継
放
送
を
す
る
こ
と
に
決
ま
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
短
波
放
送
が
は
い
る
ラ
ジ
オ
な

ら
聞
け
る
そ
う
で
す
。

母子福祉資金

も
恵
ま
れ
た
家
庭
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
大
半
は
、

幼
い
子
ど
も
を
か
か
え
母

と
し
て
、
ま
た
、
一
家
の

貸
付
金
の
種
類

も
の
）

団
体
貸
付
資
金
（
母
子
団
体
等
の
行
な

事
業
開
始
資
金
（
初
め
て
商
売
等
の
事
う
事
業
に
貸
付
け
る
も
の
）

業
を
始
め
る
場
合
の
資
金
）
　
　
　
　
貸
付
の
時
期
十
月
中
旬
に

事
業
継
続
資
金
（
現
在
や
っ
て
い
る
弱
　
福
祉
事
務
所
で

が
、
一
世
帯
の
貸
付
覇
は
最
低
一
万
五

千
円
の
支
度
金
か
ら
、
十
万
円
の
修
学

賢
金
ま
で
各
貸
付
の
種
類
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
が
、
今
回
分
と
し
て
六
百
七

十
万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

貸
付
金
の
返
済

各
資
金
の
返
済
は
、
そ
の
租
類
に
よ
っ

生
計
を
も
支

え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
家

低
所
得
者
の
た
め
の
金
融
相
談

て
晃
な
り
ま
す
が
、
指
置

①
　
　
期
間
が
あ
っ
て
月
呵
半

年
賦
、
年
賦
と
各
種
瑞
に

庭
が
大
部
分
を
占
め
て
い

ま
す
。

県
で
は
こ
う
し
た
母
子
家

庭
の
方
々
が
、
経
済
的
に

自
立
で
き
る
よ
う
、
ま
た
仕
宿
爵
欲
を

助
長
さ
せ
る
た
め
、
母
子
桐
祉
資
金
の

貸
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
資
金
の
貸
付
は
、
昭
和
二
十
八
年

業
の
運
転
資
金
）

修
業
、
修
学
資
金
（
児
童
の
教
育
の
た

め
の
も
の
）

支
度
資
金
（
本
人
お
よ
び
児
並
の
就
職

の
た
め
の
準
備
資
金
）

技
能
修
得
資
金
（
本
人
が
将
来
白
活
す

る
た
め
技
能
等
を
修
得
す
る
た
め
の

も
の
）

年
四
回
（
四
月
、
六
月
、
十
一
月
二
一

月
）
と
な
っ
て
お
り
今
回
は
仰
望
面

目
の
十
一
月
で
、
受
付
は
十
月
中
旬
各

村
祉
事
務
所
で
行
な
い
ま
す
。

貸
　
付
　
金
　
額

昭
和
三
十
五
年
度
と
し
て
約
三
千
五
百

万
円
を
貸
し
付
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
よ
っ
て
、
二
年
な
い
し
十
年
間
で
均

等
僻
遠
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、
各
福

祉
革
帯
所
に
母
子
相
談
良
が
い
ま
す
か

ら
、
相
談
く
だ
さ
い
。
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×
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国
民
年
金
法
の
改
正
を
要
望

…
…
厚
生
大
臣
に
決
議
書
を
…
…

当
町
議
会
は
、
十
月
一
口
か
ら
受
付

を
始
め
て
い
る
現
行
国
民
年
金
法
は

「
条
件
の
惑
い
社
会
保
輝
胤
腰
で
、

国
民
年
金
の
本
来
の
姿
か
ら
か
け
は

な
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
厚
生
大
臣

に
次
の
よ
う
な
決
議
書
を
手
渡
し
ま

し
た
。

貯
〓
民
年
金
法
の

改
正
要
豊
沃
講

国
民
年
金
は
へ
木
来
会
縮
図
陣
乃
び

事
業
主
負
担
に
よ
る
全
国
民
を
対
象

と
す
る
単
一
年
金
制
姥
と
し
て
実
施

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
こ
う
し

た
制
度
が
社
会
傑
酵
制
度
の
使
命
を

達
成
す
る
為
の
姿
で
あ
る
と
考
え
る

の
で
あ
り
ま
す
が
、
来
年
四
月
の
実

施
を
目
途
に
、
七
月
か
ら
被
保
険
者

の
一
斉
湘
班
が
行
わ
れ
て
い
る
裡
付

国
民
年
金
㈲
座
は
、
全
国
民
を
加
入

さ
せ
、
多
軸
な
保
険
料
を
徴
収
し
、

か
つ
椚
七
会
は
撒
肘
質
金
と
し
て
、

全
開
民
の
煎
志
に
そ
わ
な
い
方
向
に

醗
ｍ
さ
れ
る
恐
れ
が
多
分
に
あ
り
、

史
に
蘭
い
保
険
料
を
長
期
聞
納
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
そ
の

離
村
は
仕
椚
保
健
法
の
酸
化
基
準
朗

の
二
千
円
有
井
榊
と
し
て
計
算
さ
れ

て
い
る
こ
と
窺
見
て
も
、
条
件
の
恕

い
こ
と
は
肌
白
で
あ
り
社
会
傑
抑
制

蛇
の
粕
旨
に
そ
わ
な
い
も
の
で
あ
る

と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま

すま
た
、
各
種
公
的
年
金
と
開
民
年
金

と
の
関
係
も
明
白
に
さ
れ
て
お
ら
な

い
等
幾
多
の
間
魁
を
含
ん
で
お
り
、

国
民
年
金
の
本
来
の
姿
か
ら
非
常
に

か
け
は
な
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る

の
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
当
町
請
会
は
、
現
行
国
民
拝

金
法
を
別
紙
改
正
要
点
の
と
お
り
速

や
か
に
改
正
さ
れ
る
こ
と
を
粥
く
要

罰
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

右
決
議
す
る
。
（
原
文
の
ま
ま
）

水
巻
町
稀
会
議
長
　
森
田
保
男

（別紙）
国
民
年
金
法
改
正
要
点

①
ほ
う
大
な
国
民
年
金
研
弦
金
を
核

武
装
蛍
に
運
用
す
る
こ
と
に
は
、

絶
対
反
対
、
国
民
の
補
利
悍
生
の

た
め
の
民
主
的
運
用
機
関
を
設
画

す
る
こ
と
。

④
被
保
険
者
が
途
中
死
亡
し
た
協
合

掛
金
総
額
に
利
子
を
加
節
し
て
一

時
金
と
し
て
支
給
す
る
こ
と
。

短
縮
す
る
こ
と
。

㊨
老
令
年
金
の
支
給
開
始
を
、
男
子

は
五
十
五
才
、
女
子
は
五
十
才
と

す
る
こ
と
。

⑤
保
険
料
の
減
免
規
定
を
明
確
に

し
、
少
く
と
も
他
方
税
法
の
減
免

脱
足
以
上
と
し
強
制
徴
収
を
や
め

る
こ
と
。

⑧
支
給
金
鰯
を
八
千
円
と
し
、
物
価

へ
の
ス
ラ
イ
ド
制
を
と
る
こ
と
。

㊦
悍
生
年
金
岡
様
に
挟
寮
家
族
の
保

険
料
を
免
除
し
支
給
金
を
課
税
対

象
と
し
な
い
こ
と
。

⑧
身
体
開
害
者
、
母
子
間
得
な
ど
に

対
す
る
一
切
の
支
給
制
限
を
や
め

る
こ
と
。

⑨
国
民
年
金
と
各
種
公
的
年
金
と
の

通
簡
措
膣
を
あ
き
ら
か
に
し
、
一

万
の
既
得
稀
や
概
立
金
等
を
完
全

保
障
す
る
こ
と
。

赤ん坊
大　会

入
賞
し
た
赤
ち
ゃ
ん
た
ち

参
加
者
　
二
三
八
人

男
子
の
部

①
伊
藤
義
則
（
古
賀
区
）

⑧
松
田
　
堪
（
下
二
町
仕
）
田
島
勝
已

（
苫
田
区
）

③
浄
水
浩
之
（
梅
ノ
木
堅
村
村
甫
樹

（
二
）
富
田
ｍ
海
（
下
二
）

女
子
の
部

①
桜
山
由
美
（
南
松
墜

⑧
末
田
正
子
（
古
賀
区
）
河
田
相
子

（
梅
ノ
木
区
）

③
川
井
祐
子
（
巾
央
区
）
三
木
春
枝

（
欄
口
）
川
崎
京
子
（
梅
ノ
木
区
）

育
児
努
力
賞

⑤
高
山
隆
（
吉
田
区
）
⑧
井
上
誠
一
郎

（
害
ｍ
区
）

－

　

　

⊥

1

一

〔

ノ

▲

▼

－

－

－

1

一

ｌ

ｌ

ｌ

◇
　
　
－

県
民
体
育
大
会
で
活
躍
し

た
当
町
出
身
の
選
手
た
ち

1
◇

▽
水
泳
の
部
（
監
督
　
池
田
猛
）

田
巾
武
則
（
百
年
百
㍍
背
泳
で
優
勝

タ
イ
ム
一
分
二
一
秒
五
）

増
田
一
明
（
酉
年
百
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ

で
三
哩
一
分
三
三
秒
二
）

「

▽
排
球
壮
年
の
郡
（
昏
川
北
克
秀
）

水
巻
町
チ
ー
ム
優
勝

（
選
手
）
　
松
井
博
、
光
末
勝
美
、

室
園
重
俊
、
森
野
美
樹
輿
野
中
脾

興
古
賀
意
肯
、
梶
原
恒
糞
岡
Ｅ

次
雄
、
松
尾
勝
、
富
岡
正
彦
、
瓜
生

金
男

▽
弓
道
の
部
（
監
増
赤
川
忠
臣

四
十
射
中
二
四
的
巾
で
準
優
勝

（
選
手
）
氷
層
恩
明
、
木
田
幸
逸
、

石
岡
茂
、
営
撃
口
輿
大
塚
墾
本

田
献

一
Ｖ
籠
球
教
員
の
部
（
巌
呂
石
孝
雄
）

遠
賀
耶
チ
ー
ム
で
準
優
勝

（
壌
芋
）
事
多
村
弘
頃
行
郁
輿

丸
林
弘
行
、
安
順
剛
、
広
田
仁
義
、

岡
実
（
他
町
外
遮
芋
）

下
二
線
パ
ス
時
間
表


